
ガスパール・サンス（1640-710）：マリサパロス
（アルカイ編）　　　　　　 カナリオス

トバイアス・ヒューム（c1569-1645）：ヒューム大佐のパヴァン
　　　　　　　　　　 ヒューム大佐のガイヤルド

マラン・マレ（1656-1728）：おどけ
　　　　　　　  アラベスク
　　　　　　　  人間の声
　　　　　　　  ギター

アントワーヌ・フォルクレ（1672-1745）：シャコンヌ「ラモンジスまたはプリセー」

カタルーニャ民謡／ファミ・アルカイ編：「鳥の歌」による変奏曲

ジョー・サトリアーニ：オールウェイズ・ウィズ・ミー、オールウェイズ・ウィズ・ユー
（1956）（アルカイ編）

ジミ・ヘンドリックス（1942-1970）：パープル・ヘイズ
（アルカイ編）

全席指定：3,000円

所沢市民文化センター ミューズ
キューブホール

2pm Friday, 13th May 2016 at Tokorozawa MUSE Cube Hall

2016年5月13日［金］
14：00開演／13：30開場

主催：所沢市文化振興事業団／ユーラシック

■チケットのお求めは
ミューズチケットカウンター  04-2998-7777
チケットぴあ  0570-02-9999  http://t.pia.jp/
ローソンチケット  0570-000-407  http://l-tike.com/

発売 メンバーズ 12月16日［水］／一般 12月23日［水・祝］

A piacere   Music for viola da gamba

http://www.muse-tokorozawa.or.jp 所沢ミューズ　検索

ⓒJavier Díaz de Luna

新時代のヴィオラ・ダ・ガンバの奇才！

ファミ・アルカイソロ・リサイタル
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ⓒJavier Díaz de Luna

ヴィオラ・ダ・ガンバ大航海

矢澤孝樹（音楽評論）

　ファミ・アルカイは、大航海時代の冒険家そのものだ。ヴィオ

ラ・ダ・ガンバを抱え、未知の音楽世界に、恐れず挑んでゆく。古

楽の領域で秘宝を探しつつ、超絶技巧においてロック・ギタリス

トと共振し、ヒップホップのグルーヴを、ブルースの魂を、サルサ

の熱狂を、臆せず自らに取り込む。そしてそれは植民地的侵略で

はない。愛を触媒にした音楽の錬金術なのだ。はじめて東の海を

渡りこの日本の地に立つ冒険家を、歓呼もて迎えよう！

ファミ・アルカイ（ヴィオラ・ダ・ガンバ）
Fahmi Alqhai：viola da gamba

チケットのお求めは

＊未就学児の入場はご遠慮ください。
＊開演に遅れますとお席にお着きいただけません。
　時間に余裕をもってご来場ください。
＊駐車場は大変混雑いたしますので、公共の交通機関をご利用ください。
＊諸般の事情により曲目の一部が変更になる場合がございます。
　あらかじめご了承ください。

発売 メンバーズ 12月16日［水］／一般 12月23日［水・祝］

チケットぴあ　　　0570-02-9999　 http://t.pia.jp/
ローソンチケット　0570-000-407　 http://l-tike.com

ミューズチケットカウンター 04-2998-7777
交通アクセス

西武新宿線「航空公園」駅東口より徒歩10分／バス３分
電車で「航空公園」駅までのご案内
■「池袋」駅より　　　約30分（所沢駅乗り換え）
■「西武新宿」駅より　約40分
■「本川越」駅より　　約20分
■「国分寺」駅より　　約20分（東村山駅乗り換え）

所沢市民文化センター ミューズ 
〒359-0042  所沢市並木1-9-1  TEL：04-2998-6500

“ファミ・アルカイはヴィオラ・ダ・ガンバを
 喜びの可能性に満ちた新境地へと導く！”
　　　　　　　　　　　─英グラモフォン誌

　ファミ・アルカイは現代のヴィオラ・ダ・ガンバ奏者の中で最も異彩を放つ

高名な若手演奏家と評価され、その独特で伝達能力に優れたアプローチか

らも、古楽レパートリーの解釈者としても認められている。

　76年、スペインのセビリャで生まれ、早い時期から音楽の勉強を始める。

後に94年セビリャのマヌエル・カスティーヨ音楽院でヴェントゥーラ・リコ

に師事するまで独学で学ぶ。その後も名門バーゼル・スコラ・カントルムでパ

オロ・パンドルフォに、スヴィッツェラ・イタリアーナ音楽院（ルガーノ）で

ヴィットリオ・ギエルミに師事し更なる研鑽を積む。

　98年、ドイツ作品のレパートリーでヴィオラ・ダ・ガンバのソリストとして

キャリアを開始。02年、アカデミア・デル・ピアチェーレを創設、アンサンブル

の音楽監督を務める。

　14年、グロッサ・レーベルでソロ・アルバム「ア・ピアチェーレ」を初録音、

その楽器への革新的な着想は欧州全域で高く評価され、イギリスのグラモ

フォン誌は“並外れた特別なもの”、“ファミ・アルカイはヴィオラ・ダ・ガンバ

を喜びの可能性に満ちた新境地へと導く”、“すべてのヴィオラ・ダ・ガンバへ

の過去と未来へのトリビュート”と大絶賛。

　若い頃から世界的に名高い古楽アンサンブルに招待され、エスペリオン 

XXI（ジョルディ・サバール）やイル・スオナール・パルランテ（ヴィットリオ・ギ

エルミ）などのグループでレギュラー・メンバーを務める。これらのアンサン

ブルとともにヨーロッパ、日本、アメリカの主要コンサート・ホールを訪れ

る。音楽監督を務めるアカデミア・デル・ピアチェーレとウィーンのコンツェ

ルトハウス、ベルリン・コンツェルトハウス等に出演。また、ソリストとして、

スペイン国立管弦楽団、ローザンヌ・声楽アンサンブル（ミシェル・コルボ指

揮）、セビリャ・バロック管弦楽団等と共演。

　2009年以来、スペインで最も重要な古楽音楽祭、アーリー・ミュージッ

ク・フェスティヴァル・セビリャ（FeMAS）で芸術監督を務めている。


